










































































































































r恋愛と結婚』は英訳Loveand Marriage( tr.byA.G.Chater,P.Putnaur’s 

























(1918年）' ＇恋愛と結婚』（ 1920年）を訳出した。 r児童の世紀』は大正自
由教育運動的中て”成城学園，玉川学園の創設に携わった小原国芳に影響
を与えている？本間久雄の翻訳には r婦人と道徳』（1913年），＇来るべき


















































































































































































































































































人と経iJ'iJ' 1911年（CharlottePerkins Gilman Women and E切削棚田， 1898)
＠エレン・ケイ，平塚りいてう抄訳『恋霊と結婚』 1913ー14年（＇背鞘』描 3巻l
-4号， 6～10号，第4巻6～9号， 11号）英訳からの重訳（原書EllenKey 
Lhslinjer〔生命線〕第l部，1903) ＠オリプ・ンユライネル女史著，高野重三
抄訳「附婦人主労働」 1914年（高野重三「婦人問題早わかり』警醒社所収）
(Olive Schreiner Woman and Labour, 1911) ＠アウグスト田ベベIv，村上
正雄訳 r社会主義と婦人』三田書房， 1919年，英訳からの重訳 u亘書 August
Bebe! Die Frau der So幻alis間叫 1903) ＠フリ ドリ yヒ・エンゲルス，堺利
彦抄訳「羅馬国家の起源J『社全E義研究a第2巻3号，1920年（Friedrich Engels 
Der Ursprung der Fami/i，ち＿de.;Pri叩 teigent附岱undd四 Staats,1894）①ジョ
ンースチユアート・ミル，野上信幸訳r婦人解放の原理』隆文館， 1921年(John


















(10) 日記 (1870年2月）より。 Th.レングポルン，小野寺信百合子訳 rェレン・
ケイ教育学の研究』玉川大学出版部， 1982年， 63頁。




本間久雄訳 r来るべき時代の為に』北文館， 1916年， 287頁， 304頁）。前掲，
r恋霊と結婚下』訳者による解説191頁を参照．













(1曲「新芸術的第歩」 (1913年）。吉田精 「石坂養平（ I )J r国文学解釈と鑑賞』
第27巻8号， 1962年，よりの再引用， 193頁。
ω初訳は独訳本から，大村仁太郎抄訳 r二十世紀は児童の世界』同文館， 1906年。






側 山田嘉吉「r母性保護同盟Jに就いて」 r女王』第8号， 1916年（香内信子編『資
90 







オリープシュライナー（Ohve Schreiner, 1855～1920) 南アフリカ生れの女





















~-0 yャ ロット・ギルマン（CharlottePerkins Gilman, 1860～1935）アメリカの






































側厨川白村「近代町恋霊観」 1921年， r近代的恋愛観』苦楽杜， 1947年， 25頁。
事司但L，翌年出した「再び恋霊を説く」では自由恋霊＝自由性交とL，恋愛には
節制と制御が必要としている（前掲書， 152153頁）。












ed. Feminism: Tlw E出 n伯lHistoncal Writings, Vintage Books, New York, 
1972，〔32人〕。 RAhceSRo田ied. Tlw Feminist Pap.加，BantamBooks, New 
York, 1973，〔20人〕。①DaleSpender ed F酎inistTlwo市Is,Pantheon Books, 
New York, 1983，〔22人〕．
付記：資料（『婦人と新社会』）閲覧にあたっては市川房枝記志会図書室町お世話に
なったことを記して感謝したい。
